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多
伎
町
（
島
根
県
出
雲
市
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

碓
井 

静
照 

 

古
代
史
を
大
き
く
塗
り
換
え
る
12
万
年

前
の
石
器
時
代
前
期
の
石
器
が
島
根
県
出
雲

市
の
砂
原
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
。
日
本
最
古

と
い
う
。 

  

出
雲
か
ら
山
陰
線
に
乗
っ
て
日
本
海
沿
線

を
眺
め
る
と
、
出
雲
路
は
黒
い
土
に
も
歴
史

が
感
じ
ら
れ
る
。春
は
若
竹
の
多
い
竹
薮
や
、

低
い
屋
根
の
民
家
、
田
植
え
を
終
え
た
ば
か

り
の
若
緑
の
田
ん
ぼ
、
き
ら
き
ら
光
る
海
、

岸
壁
に
打
ち
上
げ
る
白
波
が
、
秋
に
は
水
と

空
と
雲
の
つ
く
り
出
す
或
る
微
妙
な
、
た
ゆ

た
ひ
（
田
畑
修
一
朗
、
浜
田
市
出
身
の
言
葉

引
用
）
が
冬
に
向
う
重
さ
を
し
の
ば
せ
て
い

る
。宍
道（
し
ん
じ
）、五
十
猛（
い
そ
だ
け
）、

仁
摩
（
に
ま
）、
温
泉
津
（
ゆ
の
つ
）、
山
陰

線
の
ど
の
駅
の
名
も
歴
史
を
感
じ
る
懐
か
し

い
響
き
だ
。 

  

日
本
海
に
面
し
た
古
き
良
き
町
、
島
根
県

出
雲
市
多
伎
町
は
「
出
雲
国
風
土
記
（
７
３

３
年
）」
に
も
記
載
さ
れ
、
１
２
８
０
年
も
の

歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
こ
の
田
舎
町
で
突
如

と
し
て
大
事
件
が
お
こ
っ
た
。
古
代
史
を
大

き
く
書
き
換
え
る
12
万
年
前
と
断
定
さ
れ

る
日
本
最
古
の
石
器
時
代
前
期
の
石
器
が
発

見
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
。
東
京
の
古
代
史
の

学
者
が
11
万
年
と
12
万
年
の
明
ら
か
な
断

層
の
間
に
人
工
的
に
加
工
し
た
石
器
、
矢
じ

り
や
石
の
刃
を
発
見
し
た
と
発
表
し
た
の
で

あ
る
。 

  

多
伎
町
多
岐
は
も
と
も
と
神
話
と
伝
説
の

町
で
あ
る
。「
出
雲
風
土
記
」
に
み
る
「
国
と

り
物
語
」
は
天
照
大
神
、
大
国
主
命
が
登
場

す
る
神
代
の
世
界
だ
が
、
出
雲
大
社
の
大
主

柱
の
基
部
、
荒
神
谷
遺
跡
、
加
茂
岩
倉
遺
跡

と
古
代
の
埋
蔵
品
が
登
場
す
る
と
、
神
話
の

世
界
が
現
代
に
よ
み
が
え
り
古
代
史
が
ま
す

ま
す
面
白
く
な
る
。 

 

多
伎
神
社
は
、出
雲
国
風
土
記
記
載
の「
多

吉
社
」
に
あ
た
り
、
祭
神
・
阿
陀
加
夜
努
志

多
伎
吉
比
賣
命
（
あ
だ
か
や
ぬ
し
た
き
き
ひ

め
の
み
こ
と
）
は
、
記
紀
に
登
場
し
な
い
出

雲
の
土
地
神
で
あ
る
。
明
細
帳
で
は
、
音
の

類
似
か
ら
宗
像
三
女
神
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

  

こ
う
い
っ
た
古
色
蒼
然
と
し
た
古
い
神
話

の
世
界
も
、
今
回
発
見
さ
れ
た
12
万
年
前
の

遺
跡
の
前
に
は
つ
い
こ
の
間
起
こ
っ
た
近
代

史
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
12
万
年
前
、
国

引
き
物
語
よ
り
も
遥
か
前
の
時
代
に
、
日
本

海
の
向
こ
う
の
大
陸
と
日
本
が
つ
な
が
っ
て

い
た
は
ず
だ
。
こ
の
地
は
酸
性
の
火
山
灰
に

覆
わ
れ
て
い
た
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
像
の
化
石
な

ど
は
存
在
す
る
は
ず
も
な
い
の
だ
が
、
な
に

か
矢
じ
り
、
石
の
刃
物
の
ほ
か
に
埋
蔵
物
は

発
見
さ
れ
な
い
も
の
か
。 

 


